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１ 

 

本手引きに関する留意点 

 

 

〇 文部科学省・日本学術振興会から、令和３年度の科研費制度の概要や公募内容の 

 

変更点等について、令和２年９月上旬に説明資料を案内する旨の通知がありました。 

 

 

本手引きは前年度の公募要項・応募様式に基づいて作成された暫定版となります。 

 

記載内容に変更が生じた場合、９月中旬頃に改訂版を策定し、ご案内いたします。 

 

 

  また、本手引きの記入例等は「基盤研究（C）」の応募様式に基づいて作成して 

 

 いますので、他の研究種目を応募する方は、適宜読み替えてください。 

 

 

 

 

〇 応募書類の提出について、例年、日本学術振興会への提出期限より３週間程度 

 

早い１０月中旬に学内締切日を設定しています。学内締切日を過ぎてから提出 

 

された応募書類は十分なチェックを行うことができませんのでご了承ください。 

 

 

なお、本年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、公募並びに提出期限が 

 

ずれ込む可能性があります。公募の通知が届き次第、ご案内しますのでお含み置き 

 

ください。 

 



 

２ 

本年度の変更点について 

 

● 公募内容・制度の変更点は、９月上旬に通知がありましたらご案内します。 

 

 

● 本年度中に学内の業績管理システムを更改し、researchmap（※科研費の審査員が応

募者の研究業績を参照するために利用するデータベース）との連携により、いずれか

のシステムに登録した業績が相互に共有される予定です。 

しかしながら、新システムの稼働日が未定のため、決まり次第改めてご案内します。 

※ 科研費の応募締切日までに稼働しない場合、researchmapへの登録をお願いします。 

 

 

● 学内の支援体制について、本年度から下記の取組を実施しています。 

１）先端医科学統合研究施設 研究連携・支援センターによる獲得支援 

○ 臨床研究に関する疫学・統計についての相談体制の整備 

 研究連携・支援センター及び公衆衛生学講座による、臨床研究に関する疫学・統計に 

係る相談体制を構築しました。 

医学系研究では計画立案段階からの生物統計専門家の関与が重視されており、厚生労 

働科研費では応募書類に関与の有無を記載する必要があります。 

科研費においても、生物統計専門家が関与していることを示すことは審査員への訴求 

ポイントとなりますので、お気軽にご利用ください。 

なお、詳細は学内に掲示したポスターをご確認ください。 

＊ TEL: 0282-87-2133  Email: kenkyusodan@dokkyomed.ac.jp 

○ 科研費獲得に向けたセミナーの開催（オンデマンド配信） 

  研究連携・支援センター主催の「科研費獲得セミナー」をオンデマンド配信します。 

科研費の審査員経験者による科研費申請のポイント、科研費採択者による経験談、 

統計解析手法の解説など、科研費をはじめとした研究費の獲得を推進するために有用な 

情報を配信いたしますので、ぜひご視聴ください。 

  詳細は教職員向けのお知らせページで別途ご案内いたします。 

  URL: https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/cooperation-support.html 

○ 学内ピアレビュー制度 

科研費の採択件数増加ならびに本学の研究活動の活性化を図るため、科研費の採択歴 

を持つ研究者の実践的なノウハウを共有し、応募者をサポートする学内ピアレビュー制 

度を新設しました。 

制度の概要は以下のとおりです。該当する研究者は奮ってご応募ください。 

mailto:kenkyusodan@dokkyomed.ac.jp
https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/cooperation-support.html
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【レビュアーの条件】 

  科研費の審査経験者または採択歴を持つ研究者で、「ピアレビュアー登録届」を 

提出した者 

【レビュー利用者の条件】 

      科研費応募者のうち本制度の利用を希望し、「学内ピアレビュー申込書」を提出 

した者 

【サポートの流れ】 

① 「ピアレビュアー登録届」を提出した者を学内ピアレビュアーとして登録 

② 科研費応募者のうち本制度の利用を希望する者は、「学内ピアレビュー申込書」 

にレビュアーへの要望等を添えて提出 

③ 研究連携・支援センター長が、レビュアーとレビュー利用者をマッチング 

④ レビュアーとレビュー利用者は直接やり取りし、応募書類をブラッシュアップ 

⑤ 当該応募課題が採択された場合、10万円を上限にレビュアーに褒賞金を支給 

【問合せ先】 

研究協力課  TEL：0282-87-2474 Mail：kenkyu@dokkyomed.ac.jp  

      URL：http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/364.html 

    ※募集要項等は研究協力課 URLからダウンロードできます。 

 

 

２）科研費不採択者への研究助成 

 

○ 獨協国際医学教育研究財団賞「研究支援」の新設 

    科研費等の公的研究費を不採択となった研究者のうち、次年度も公的研究費に応募す

る者に対して研究費を交付する学内助成制度「研究支援」を新設しました。 

    制度の概要は以下のとおりです。該当する研究者は奮ってご利用ください。 

【助成対象】 

次の要件をすべて満たすものを対象とする。 

① 申請者が当該年度に不採択となった公的研究費の研究課題をもとに、新たに 

公的研究費の採択に向けて取り組む研究課題 

② 審査結果開示の結果、「Ａ（上位 20%）」評価が付与されている研究課題 

※ 学長が認める場合、AMEDの最終面接で不採択となった研究課題等も対象 

【助成金額】 

１課題あたり 10万円～100万円程度とし、研究内容・研究費の規模によって支援額 

      に幅を持たせる。 

   ＊ 本制度の利用のため、応募の際は「審査結果の開示を希望する」を選択すること 

 

 

http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/364.html
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科研費の応募資格について 

１．府省共通研究開発管理システム（e-Rad）の登録について 

科研費をはじめとする公的研究費の応募にあたっては、e-Radへの研究者登録が必要です。 

本学では下記に該当する方に科研費の応募資格を付与していますので、まだ本学で登録されて 

いない有資格者は、研究協力課に登録申請を行ってください。 

  ＊ 研究協力課： http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/364.html 

  ＊ e-Rad： https://www.e-rad.go.jp/ 

 

● 本学における応募資格者の職名 

  ①常勤の教員（教授、准教授、講師、助教）、②常勤の研究員、③常勤のレジデント 

  ④非常勤の教員（特任教員、非常勤教員）、⑤非常勤の研究生（研究生、PD） 

   ※ ④、⑤は、研究環境を本学内に確保することを所属長等に認められていることが必要 

 

 研究者登録後、e-Radから配信される ID・パスワードにより e-Radにログインし、ログイン情

報を設定することで、本学の研究者として科研費に応募できるようになります。 

 なお、実際の応募手続きは e-Radに連携した「科研費電子申請システム」で行いますが、ID・

パスワードは両システムで共通です。 

 ※ ID・パスワードを忘れた場合、研究協力課で初期化・再設定を行いますのでご連絡ください。 

   新しい ID・パスワードの配信後、e-Radにログインしてログイン情報を再設定してください。 

 

２．奨励研究について 

   「奨励研究」については、上記１の応募資格を有しない者が対象となる研究種目です。 

   応募を希望する方は、所属長等の了承を得て「奨励研究の応募に係る要望書」を研究協力課に 

提出し、決裁を仰いでください。機関として承認された方のみ応募を認めます。 

 

３．研究倫理教育の受講について 

   文部科学省のガイドラインにより、公的研究費による研究に参画する者は一定水準の倫理教育

プログラムの受講が必須とされています。 

また、科研費の研究代表者は交付申請までに、倫理教育の受講、並びに、研究分担者の倫理教

育受講の確認が義務付けられています。 

 

本学では e-learning教材である「eAPRIN」の履修を研究者に義務付けていますので、応募に先

駆けて「JSTコース」を修了してください。 

なお、受講方法等については下記の学内ホームページをご確認ください。 

 

＊研究協力課 ＞ 研究倫理教育（eAPRIN） 

    http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/1288.html

http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/364.html
https://www.e-rad.go.jp/
http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/1288.html


 

５ 

研究種目の一覧 

 

研究種目名 研究期間・研究費 新規採択率（R1）・備考 

特別推進研究 研究期間：３ ～ ５年 

2億円 ～ 5億円 

11.3％ 

研究代表者として受給できるのは原則 1回まで 

学術変革領域研究（A） 研究期間：５年 

5000万円～3億円／年度 

未定 （R2.1新設・10月に内定者発表予定） 

学術変革領域研究（B） 研究期間：３年 

～ 5000万円／年度 

未定 （R2.1新設・9月に内定者発表予定） 

※ 領域代表者は 45歳以下とする 

新学術領域研究 

（公募研究） 

研究期間：２年 

領域ごとに設定 

23.0％ 

※ 平成 30年度・令和 2年度開始の領域で募集 

基盤研究（S） 研究期間：５年 

5000万円 ～ 2億円 

12.3％ 

※ 審査区分表の大区分（11）で審査 

基盤研究（A） 研究期間：３ ～ ５年 

2000万円 ～ 5000万円 

25.1％ 

※ 審査区分表の中区分（65）で審査 

基盤研究（B） 研究期間：３ ～ ５年 

500万円 ～ 2000万円 

29.2％ 

※ 文科省として採択件数を増加させる方針 

基盤研究（C） 研究期間：３ ～ ５年 

～ 500万円 

28.2％ 

※ 最も応募件数が多い種目 

挑戦的研究（開拓） 研究期間：３ ～ ６年 

500万円 ～ 2000万円 

11.6％ 

※ 審査区分表の中区分（65）で審査 

※ 採択率は低いが、応募額は殆ど減額されない 

挑戦的研究（萌芽） 研究期間：２ ～ ３年 

～ 500万円 

12.8％ 

※ 審査区分表の中区分（65）で審査 

※ 採択率は低いが、応募額は殆ど減額されない 

若手研究 研究期間：２ ～ ４年 

～ 500万円 

40.0％ 

※ 博士号取得後 8年未満の研究者が応募可能 

※ 若手研究者の支援強化のため採択率が向上 

研究活動スタート支援 研究期間：１ ～ ２年 

～ 150万円／年度 

37.5％ 

※ 研究者資格を新規に取得、又は、育休等から復帰 

した研究者が応募可能 

研究成果公開促進費 

（学術図書） 

研究期間：１ ～ ２年 

出版費用の一定割合 

41.4％（学術図書以外も含む） 

※ 研究成果を公開するための学術図書の刊行助成 

奨励研究 研究期間：１年 

10万円 ～ 100万円 

15.1％ 

※ 所属機関の研究者資格を有さない者が応募可能 

※ 応募時は所属長の許可等の学内手続きが必要 

＊ 研究種目によっては、複数の研究種目への重複応募が認められています。 

応募を検討している研究種目については、事前に公募要領をご確認ください。 

  



６ 

提出書類・提出期限等 

 

１．応募書類（研究計画調書等）の提出 

 

 １） 研究計画調書の作成 

    科研費電子申請システムで入力する「web入力項目」と Wordファイルで作成する 

「添付ファイル項目」の２つで構成されます。 

 添付ファイル項目を科研費電子申請システムにアップロードすることで完成します。 

    ※ 令和３年度公募の様式を必ず使用してください。 

       日本学術振興会 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html 

       科研費電子申請システム https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html 

 

 ２）提出期限 

    学内締切日 2020年 10月中旬（未定） 

     ※ 日本学術振興会の提出期限の 3週間前程度に設定。公募通知後にご案内します。 

 

〇 第三者（学内ピアレビュアー、講座内の教員など）のチェックを受けることが望ましい。 

〇 学内締切日までに提出された応募書類は、事務局で記載内容をチェックします。 

  内容に不備等があれば修正点を付記した応募書類を返却しますので、適宜修正のうえ再提出 

してください。 

 ※ 学内締切日より後に提出された場合、十分なチェックができませんのでご了承ください。 

 

 

２．研究分担者の承諾手続き 

 

１）研究代表者が行う手続き 

 〇 web入力項目の「研究組織」欄で、研究分担者を登録し、承諾状況欄の「依頼する」を 

チェックし、一時保存を行うことで、当該分担者に承諾依頼が送信される。 

  〇 研究分担者の承諾後、研究分担者から修正のため差し戻しの依頼があった場合、承諾状況欄 

の「差し戻し」をチェックし、一時保存を行う。 

 

２）研究分担者が行う手続き 

  〇 研究代表者から承諾依頼が送信されると、科研費電子申請システムに「研究分担者承諾」と 

いうメニューが表示される。 

〇 承諾・不承諾を選択し、承諾する場合は学位とエフォートを入力のうえ、OKをクリック。 

その後、分担者の所属機関に承諾手続きを依頼し、機関承認をもって手続きが完了となる。 

   〇 承諾後にエフォート等を修正する場合、研究代表者に「差し戻し」手続きを依頼する。 

 

※ 全ての研究分担者の承諾手続きが完了していない場合、応募書類が提出できません。 

 研究分担者が参画する研究では、提出期限に間に合うよう、早めの依頼に努めてください。 

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html
https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html
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１７ 

機関番号 研究種目番号 応募区分番号 小区分 整理番号 

32203 00 0 00000 0000 

 

令和３年度 (2021年度)基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書 

令和 XX年 XX月 XX日 

1版

新規 

 

（漢字等） 

研究代表者 

氏名 

所属研究機関 

部 局 

職 

（フリガナ） 

研究課題名 

年度 
設備備品費 消耗品費 

研究経費 

  （千円） 旅費  

使用内訳（千円） 

総計 

研 究 経 費 

千円未満の 
端数は切り 

捨てる 

令和３年度 

研究種目 

小区分 

開示希望の有無 審査結果の開示を希望する    

研究計画最終年度前年度応募  

人件費･謝金 

基盤研究(C) 応募区分 一般 

Web 入力項目 

（記入例） 

「開示を希望する」とした場合、不採択の 

ときに審査員の評価が確認できます。 

不採択者向けの研究支援もありますので、 

必ず「開示を希望する」を選択してください。 

 

令和４年度 

令和５年度 

令和６年度 

令和７年度 

獨協医科大学 

医学部 

助教 

誰もが理解できる言葉で、読むだけで研究内容がわかる課題名が望ましい 

● 後半の「研究経費とその必要性」

の金額と一致します。 

「所属研究機関」「部局」「職」は、e-Radの

登録情報が反映されます。 

修正が必要な場合、研究協力課にご連絡く

ださい。 



１８ 

研究組織（研究代表者及び研究分担者） 

 

  32203-00-000-000-0000 

氏名（年齢） 
所属研究機関 

部局 
職 

学位 
役割分担 研究経費 

エフォ 

(千円) 
ート 

 

研
究
代
表
者 

合計 名 研究経費合計 

令和 3年度 

           3  

 

 
研
究
分
担
者 

研
究
分
担
者 

45678910   (36) 

87654321   (33) 

ドッキョウ ミブ 

獨協 壬生 

コシガヤ ミサト 

越谷 三郷 

ドクダイ ヒメジ 

獨大 姫路 

獨協医科大学 

医学部 

助教 

獨協医科大学 

看護学部 

講師 

姫路獨協大学 

薬学部 

准教授 

博士（医学） 

 

研究の統括 

修士（看護学） 

 

〇〇に関する調査 

博士（薬学） 

 

〇〇に関する統計解析 

   1,000    30 

     950     5 

       0     0 

「学位」は あり・なし 

ではなく具体的に入力 

「役割分担」は具体的に記入 

※1人で行う研究では 

「研究全般」で可 

「研究分担者」には研究期間内に必ず分担金を配分しなければいけません。 

ただし、令和 4年度以降から研究に関与する場合は、令和 3年度の 

「研究経費」「エフォート」を「0」とすることもできます。 

【エフォート】 

 研究者の年間の全仕事時間（診療・教育・研究等）を 100％と 

した場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間割合(%) 

 

● 「研究代表者」の研究経費・エフォートは、後半の「研究費 

の応募・受入等の状況」と一致するよう注意してください。 

1,500 



                          基盤研究（Ｃ）（一般）９－（１） 

  １９  

研究経費とその必要性 

 

年度 
金額 

（金額単位：千円） 

事項 

設備備品費、消耗品費の必要性 

金額 単価 数量 品名・仕様 設置機関 

設備備品費の明細 消耗品費の明細 

R3 
△△分析装置 

●●社製 型式 AB-1234 
獨協医科大学   1     1,000   1,000 

R3 

西洋中世政治史関係図書 

一式（５冊） 
獨協医科大学   1      100     100 

R3 

R4 

〇〇用試薬 200 

実験用動物 

(マウス･ラット) 
100 

□◇■◆ 50 

〇×△       150 

●▼□       200 

埼玉 MC、日光 MCに設置する場合も 

「獨協医科大学」としてください。 

● 研究経費の計上の妥当性を説明することを心掛けてください。 

   □ 「1 研究目的、研究方法など」で記載した研究計画と整合性があること。 

   □ いずれかの年度で、「設備備品費」が当該年度の研究経費の 90%を超える場合や、 

「消耗品費」で特に大きな割合を占める経費がある場合は、当該経費の研究遂行上の 

必要性を詳記すること。 

● 必要性や積算根拠などを記載してください。（全角 500 字以内で改行は 3回まで可） 

金額は千円単位です。 

【設備備品費】 1式が 10万円以上 ＋ 耐用年数（使用可能期間）が 1 年以上 の物品、 

並びに、図書（金額不問） 

 

【消耗品費】  上記以外の物品 

 

●ソフトウェア等の無形の物品についても、上記のとおり計上してください。 



                          基盤研究（Ｃ）（一般）１０－（１） 

２０ 

 

年度 
金額 

（金額単位：千円） 

事項 

旅費、人件費・謝金、その他の必要性 

金額 事項 金額 事項 金額 事項 

その他の明細 人件費・謝金の明細 外国旅費の明細 国内旅費の明細 

● 研究経費の計上の妥当性を説明することを心掛けてください。 

   □ 「1 研究目的、研究方法など」で記載した研究計画と整合性があること。 

   □ いずれかの年度で、「旅費」又は「人件費・謝金」のいずれかが当該年度の研究経費の

90%を超える場合や、「その他」で特に大きな割合を占める経費がある場合は、当該経

費の研究遂行上の必要性を詳記すること。 

R3 
翻訳謝金 2回   100 翻訳料      200 

R4 

R3 

翻訳・校正等は依頼先によって費目が変わります。 

● 個人へ依頼する場合 ： 人件費・謝金 

● 業者に依頼する場合 ： その他 

R5 

研究打合せ  

〇〇大学 2 日間 100 

学会発表 

◇◇学会（パリ） 

5 日間 
500 

学会発表 

△△学会 3 日間 200 

◎「旅費」は積算根拠を示す。（以下、記載例） 

● 学会参加 ： 学会名・予定日数・開催地・目的 

● 研究打合せ ： 場所・日数 

● フィールドワーク ： 場所・日数・目的 

※明細欄に入力できないものは、下の必要性の

欄に入力してください。 

研究支援者人件費 

1 人×12 か月 1,200 
△△装置保守料   200 

次世代シーケンス  700 

委託費用 R5 

R5 

◎「その他」は、設備備品費、消耗品費、旅費、 

人件費・謝金に含まれない、当該研究を遂行 

するための経費です。 

具体例は、「研究計画調書作成・入力要領」を 

ご参照ください。 



                          基盤研究（Ｃ）（一般）１１－（１） 

  ２１  

研究費の応募・受入等の状況 

（１）応募中の研究費 

 

資金制度・研究 
の研究経費 

(期間全体の額) 

令和 3年度 研究内容の相違点及び他の研究費に加えて 

（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額） 
本応募研究課題に応募する理由 エフォ－ト 

（％） 

研究者氏名 

費名（研究期間 
・配分機関等名） （研究代表者氏名） 

研究課題名 

(千円) 

役割 
令和 3年度 

(千円) 

(千円) 

(千円) 

(千円) 

獨協 壬生 

【本応募研究

課題】 

基盤研究（C）

（一般） 

（令和 3年度

～令和 5年度) 

〇△□に関する研究 

代表 
1,000 

(3,000) 

（総額 5,000千円） 

30 

【上段】 

令和 3年度において、研究分担者への配分額を 

除いた、応募者（研究代表者）が使う直接経費。 

【下段】 

研究期間全体で、研究分担者への配分額を 

除いた、応募者（研究代表者）が使う直接経費の 

総額 

科研費の研究代表者を務める課題については、 

研究期間全体の直接経費の総額を入力 

（代表者の使用額＋分担者への配分額） 

※ 分担者がいない場合、左欄の【下段】と一致。 

※ 分担者がいる場合、左欄の【下段】とは異なる。 

循環器疾患・糖

尿病等生活習慣

病対策実用化研

究事業 

(令和 2年度～

令和 4年度・日

本医療研究開発

機構) 

●▼◆に関する研究 

（日光 高徳） 
分担 

500 

(1,500) 
10 

☆□△という点で、本応募課題とは異

なり、当該研究課題では●▼◆を目的

とする。 

【本応募研究課題】以外の研究費を記載 

する場合、研究内容の相違点 及び 他の 

研究費に加えて応募する理由について、 

簡潔に記載する。 

※記載漏れが多いので要注意 

科研費はプルダウンから選択。 

その他の研究費は「その他」を 

選択して手入力する。 

分担者として参画する場合、 

（ ）書きで代表者名を記入 

●研究分担者として参画する研究の場合 

【上段】 

令和 3年度において、研究分担者として配分 

を受ける予定の分担金（直接経費）を記載 

【下段】 

研究期間全体で、研究分担者として配分される 

予定の分担金（直接経費）の総額を記載 



 

２２ 
 

 

研究課題名 
（研究代表者氏名） 

（２）受入予定の研究費 

（３）その他の活動 

合     計 （％） 

資金制度・研究 
費名（研究期間 
・配分機関等名） 

の研究経費 
(期間全体の額) 

令和 3年度 研究内容の相違点及び他の研究費に加えて 

（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額） 
本応募研究課題に応募する理由 

 

役割 エフォ－ト 
（％） 

令和 3 年度 

(千円) 

(千円) 

(千円) 

(千円) 

(千円) 

代表 

分担 

厚生労働科学

研究費補助金 

・慢性の痛み

政策研究事業 

(令和 2年度～

令和 4年度・

厚生労働省) 

△△△に関する研究 

1,000 

(3,000) 

20 

〇〇〇〇という点で、本応募課題とは

異なり、当該研究課題では△△△△を

目的とする。 

新学術領域研

究（研究領域

提案型）（公募

研究） 

(令和 2年度～

令和 3年度) 

◇◇◇に関する研究 

（獨協 草加） 

2,000 

(4,000) 

 10 

□□□□という点で、本応募課題とは

異なり、当該研究課題では△△△△を

目的とする。 

（総額 4,000千円） 

科研費はプルダウンから選択。 

その他の研究費は「その他」を 

選択して手入力する。 

研究内容の相違点 及び 他の研究費に 

加えて応募する理由について、簡潔に 

記載する。 

※記載漏れが多いので要注意 

 30 

応募時点で正確な配分額が不明な場合 

は、おおよその金額を入力してください。 

（３）その他の活動（診療・教育など）のエフォートは 

自動計算で反映されます。 

 

（１）・（２）のエフォートの合計が高すぎると、 

とりわけ専任教員の場合は、不自然と判断される 

可能性があるため、（１）（２）の合計は最大でも 

70%以下にしてください。 

※代表の課題は 20～30%、分担の課題は 5～10% 

 で計上する研究者が多いです。 



基盤研究（Ｃ）（一般）１ 

２３ 

１ 研究目的、研究方法など 

本研究計画調書は「小区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価に

関する規程」（公募要領１１３頁参照）を参考にすること。 

本欄には、本研究の目的と方法などについて、３頁以内で記述すること。 

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)本

研究の目的および学術的独自性と創造性、(3)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、について具体的

かつ明確に記述すること。 

本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述すること。 

（概要） 

 

概要は以下の事項を含めて本研究の全体像を 10行程度でまとめてください。 

審査員によっては非常に重視され、概要だけを見て不採択に振り分ける場合もあります。 

 

○ 何のため（＝学術的背景）に、何を明らかにしようとするのか（学術的「問い」） 

○ そのために本研究計画で何を行うのか（＝目的） 

○ 本研究の独自性・創造性を示せる特徴的な研究対象・方法論・技術 

○ 本研究の成果は何か。また、どのような発展・展望が見込めるか 

 

なお、本文との一貫性を確認し、矛盾や記載もれがないか最後に見直してください。 

 

（本文） 

 

※留意事項： 

1. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。 

2. 本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。 

5. 本留意事項（斜体の文章）は、研究計画調書の作成時には削除すること。 

 

 

本文の記載方法 

 〇 審査員向けの「審査評定基準」を確認し、評定要素に対応した記載に努める 

 〇 指示書きの(1)～(3)を見出しにすると、審査員の判読性が高まる 

 〇 ［２ 本研究の着想に至った経緯など］や［３ 応募者の研究遂行能力］で書ける内容は 

要点のみ記載し、重複を少なくする 

 

（１）本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」 

  

  ◎ なぜ本研究を行うべきであるかを審査員（専門外の分野を含む）にわかりやすく説明 

することを心掛けて記載する。 

 

 

 

 

様式Ｓ－１４ 研究計画調書（添付ファイル項目） 

記入を続けると自動的

に頁が増え、ヘッダー

が変更されるので注意 



基盤研究（Ｃ）（一般）２ 

【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

２４ 

◎「評定要素(1)研究課題の学術的重要性」の各項目に対応した内容とする。 

一例として、以下の流れで記載すると読みやすくなります。 

 

□ 応募者の研究課題に関する学術的・社会的な重要性・必要性 

      ↓ 

   □ 関連する国内外の研究動向と応募者の立ち位置 

      ↓ 

   □ 応募者のこれまでの研究成果・着眼点 

      ↓   

   □ 上記により、どのような【研究課題の核心をなす学術的「問い」】が生じたか 

 

 

（２）本研究の目的および学術的独自性と創造性 

  

 ◎「目的」については、上記（１）の学術的「問い」に対して、本研究で何を実施し、 

どのような成果を目指し、更に、その先の展開や波及効果を記載する。 

 

  □「問い」の内容や研究種目の性質などに応じて目標設定は異なります。 

   「問い」の直接的な解決、あるいは、解決に向けたプロセスの一部に貢献するなど 

   目標設定に即した「目的」を記載してください。 

   

 □ 可能であれば「目的」の達成を、どのように検証できるかも説明してください。 

 

  

 ◎「学術的独自性と創造性」について、本研究の特徴・他の研究との相違点を記載する。 

   

   □ 研究対象・着眼点・方法論・研究成果の新奇性などの特徴や優位性を示すことで、 

     本研究を助成すべきであると審査員を説得することを心掛けて記載してください。 

 

   □ 研究課題が未解明である理由、課題となる事項について、上記（１）でも提示して 

     あることが望ましいです。 

 

 

（３）本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか 

 

◎「評定要素(2)研究方法の妥当性」の各項目に対応した内容とする。 

上記（２）の研究目的を達成するための具体的な研究計画を 1 頁半程度で記載する。 

 

 

 



基盤研究（Ｃ）（一般）３ 

【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

２５ 

◎ 専門外の審査員が読んだ場合でも、本研究で行うことをイメージすることが可能で、 

それが研究目的を達成するために妥当な方法であると判断できることが望ましい。 

 

   □ 先ず全体の概要（戦略）を説明し、マイルストーン毎の項目（戦術）を記載する 

ことで、研究の組み立て方と、それを構成する研究手法の適切性を示す。 

 

   □ 研究対象、具体的な方法、得られる成果（アウトプット）、それらを統合して目的 

     を達成する手立てを明確に記載する。 

 

   □ 研究方法について、スペースの問題もあるため再現性の高い記載までは必要ありま 

せんが、応募者のオリジナリティが主張できる手法等があれば強調してください。 

 

   □ 研究計画の内容と web 入力項目の研究経費に齟齬がないように注意してください。 

     実施内容に対応する経費が計上されていない場合などで、他の研究費を充当する 

     等の事情がある場合は、web 入力項目で説明を追記してください。 

 

   □ 記載方法に指定はありませんが、以前の応募様式のように初年度と次年度以降に 

分けて記載したり、タイムラインやフローチャートの掲載することで、研究計画の 

効率性や実現可能性を示すことができます。 

 

   □ 「１研究目的、研究方法など」全体で 2 頁半以上の記載となることが望ましいです。 

スペースが余る場合には、研究計画が順調に進まない場合の対応方法の記載や、 

補足説明用の図表の挿入なども検討してください。 

 

●その他 

 

〇 専門用語や略語はできるだけ使用しない。使用する場合は初出時に定義する。 

〇 重要なポイントは太字や下線等で強調する。ただし、使いすぎると見づらくなる。 

〇 重要な事項や結論を先に書き、その後で根拠や補足説明を記載する。 

〇 行間や段落の間をあけ、審査員の読みやすさを考慮する。 

 また、図・表・写真などを適宜使用する。 

〇 最終的に PDF化した後でモノクロ印刷して、文字化けや見やすさを確認する。 

  また、科研費電子申請システムにアップロードする際は、文字化け等を防ぐため、 

Word形式の添付ファイル項目を PDF化してからアップロードすること。 

〇 図の解像度が落ちて見づらくなる場合、ベクタ形式（emfファイル）に変換した図を 

wordファイルに貼り付け、その後で PDF化すると改善することがあります。 

 ＊ 具体的な方法は、google、yahoo等で検索してください [word  emf  解像度] 



基盤研究（Ｃ）（一般）４ 

２６ 

２ 本研究の着想に至った経緯など 

本欄には、(1)本研究の着想に至った経緯と準備状況、(2)関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、について１頁以内

で記述すること。 

 

〇「評定要素(2)研究方法の妥当性」の各項目に対応した内容とする。 

 

〇 「１研究目的、研究方法など」の（１）学術的背景や、「３応募者の研究遂行能力及び 

研究環境」の（１）これまでの研究環境 との区別が難しいですが、重複する記載を 

できるだけ少なくしながら、研究構想の適切性や研究遂行能力を示します。 

 

 １の（１）に記載した、本研究を行うべきであると考えるに至った詳しい経緯や、これ 

までの予備実験・調査、研究体制の構築などの準備状況を記載します。 

なお、３の（１）では、応募者の研究経験・実績を更に詳しく記載することになります。 

 

 

（１）本研究の着想に至った経緯と準備状況 

 

◎ 本研究の着想に繋がる、これまでの研究成果（他の研究者の成果も含む）と、応募者が 

   どのような解釈のもと、核心となる「学術的問い」に至ったかを説明する。 

 

  □ 着想から学術的問いに至る経緯の説明が、論理的なものとなるよう注意してください。 

 

◎ 上記の着想に基づき、これまでに何を行ってきたかを説明する。 

 

  □ 予備実験・調査から研究の有望性を示し、研究に必要な準備や研究体制（分担者等 

との共同研究の実績など）が整備されている旨を説明できることが望ましい。 

 

  □ 詳細な研究体制は、「３応募者の研究遂行能力及び研究環境」の（２）研究環境 で 

記載できるので、予備実験での有望性を重点的に記載することが望ましい。 

 

（２）関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 

 

 ◎ 本研究分野でどのような研究が行われており、何がどこまで判明しているか、応募者 

   の研究はどのように位置づけられるか、を説明する。 

 

  □ 最新の文献を含む研究動向を踏まえて、研究分野を俯瞰したうえで自身の立ち位置を 

把握していることを示せることが望ましい。 

 

  □ 本研究が当該分野に貢献できる新奇性・重要性が高いものであると示せることが望ま 

しい。 

 



基盤研究（Ｃ）（一般）５ 

 

２７ 

３ 応募者の研究遂行能力及び研究環境 

本欄には応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境（研

究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）について２頁以内で記述すること。 

「(1)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めてもよい。 

 

 

※留意事項 

1. 研究業績（論文、著書、産業財産権、招待講演等）は、網羅的に記載するのではなく、

本研究計画の実行可能性を説明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記

載すること。 

2. 研究業績の記述に当たっては、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載すること。

例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、

著書の場合はその書誌情報、など。 

3. 論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載すること。 

4. 本留意事項（斜体の文書）は、研究計画調書の作成時には削除すること。 

 

 

〇「評定要素(3)研究遂行能力及び研究環境の適切性」に対応した内容とする。 

 

 

（１）これまでの研究活動 

 

 ◎ 応募者のこれまでの研究活動のうち、本研究に関連の深いものを優先して記載する。 

 

  □ 本研究と直接関係しないものであっても、研究に必要な知識・技能につながるもので 

あれば、スペースの余裕を勘案のうえ記載してください。 

 

 

 ① 「どのような目的で何を行ってきたか」「どのような成果が得られたか」「どのような 

着想を経て、本研究に至ったか」を順序立てて説明する。 

 

 ② 研究業績（論文、招待講演、特許など）について、審査員は researchmap からも参照 

できるが、重要な業績は、本研究との関連性も含めて本欄に記載する。 

 

  □ 研究業績を羅列していた過去の様式から現在の様式に変更されたことを踏まえて、 

    単に業績を羅列するのではなく、本研究に必要となる能力・経験を習得していること 

を示し、研究の実行可能性を審査員に訴えることを心掛けて記載してください。 

 

 ◎ 上記①、②について、審査員が理解しやすい記載を心掛ける。 

   例として、タイムライン、または、研究テーマごとに記載すると読みやすい。 

 



基盤研究（Ｃ）（一般）６ 

【３ 応募者の研究遂行能力及び研究環境（つづき）】 

 

２８ 

● タイムラインでの記載例 

    

  〇〇年 4 月 ～   □□大学 △△講座で ▼▼の研究に従事。▽▽の成果を上げた 

   

  【業績】 1. 論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年 

       2. ～～～～～ 

 

  【受給した研究費】 1. 科研費 基盤研究(C) 課題番号・研究課題名・研究費 

            2. ～～～～～ 

 

  △△年 4 月 ～ ▽▽年 3 月  ◇大学 ◆◆研究室で ＊＊に従事。▲▲の経験を得る。 

   （以下略） 

 

 

 ● 研究テーマごとの記載例 

 

  1. ＊＊の研究 （△△年～▽▽年、◇大学 ◆◆研究室） 

     

   【テーマの概要】 【成果】 【業績】 【受給した研究費】 

 

  2. ▽▽の研究 （〇〇年～現在、□□大学 △△講座） 

   （以下略） 

 

 

 

（２）研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む） 

 

 ◎ 研究環境がどのくらい整っているか（本研究費で整備するものがある場合はその説明を 

含める）記載する。 

 

 ◎ 研究に必要な情報を得られる環境があることを研究体制（研究組織の専門・役割分担・ 

連携方法と実績）も含めて説明する。 

 

  □ 研究分担者等に特筆すべき研究実績がある場合、その説明によって研究組織としての 

研究遂行能力を示すことができます。 

 

  □ 研究対象者のリクルートが十分に見込めること、研究試料の入手体制が整っている 

こと、学外の施設等を利用する場合の利用実績などを必要に応じて記載してください。 

 



基盤研究（Ｃ）（一般）７ 

 

２９ 

４ 人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照） 

本欄には、本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、

生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）

に基づく手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述すること。 

個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト遺

伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・

実験などが対象となります。 

該当しない場合には、その旨記述すること。 

 

◎ 「関係する指針・法令等」「必要な手続きの進捗状況」「具体的な対策」などを記載する。 

  以下、記載例 

 

● 人を対象とする医学系研究 

   人間を対象とする医学研究の倫理的原則である「ヘルシンキ宣言」を遵守し、「人を 

対象とする医学系研究に関する倫理指針」に則って研究を実施する。 

研究計画は事前に《倫理審査委員会》の承認を得る。（or 得ている。（承認日・番号）） 

《研究対象者へのインフォームドコンセントや個人情報の保護について、研究計画に 

即して具体的に記載する》 

 

※ 遺伝子解析を含む研究では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する指針」、 

   特定臨床研究では「臨床研究法」を遵守する。 

 

● 動物実験を含む研究 

本研究における動物実験は「動物の愛護及び管理に関する法律」等の関連法規と、それ 

に基づく「獨協医科大学動物実験規程」に則って実施する。  

   動物実験計画については、事前に動物実験委員会の承認を得る。（or 得ている。） 

《「3R の原則」の徹底などについて、研究計画に即して具体的に記載する》 

 

● 組換え DNA 実験を含む研究 

   本研究では組換え DNA 実験を計画しており、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制に

よる生物の多様性の確保に関する法律（カルタヘナ法）」を遵守して実施する。 

   組換え DNA 実験計画については、「獨協医科大学組換え DNA 実験安全管理規程」に基

づき、事前に「組換え DNA 実験安全委員会」の承認を得る。（or 得ている。） 

《教育訓練の状況や適切な安全管理の措置などについて、必要に応じて具体的に記載》 

 

  ※ 組換え DNA 実験に該当する研究課題を申請する場合、学内手続きで必要となるため 

応募書類と一緒に「組換え DNA 実験研究課題届出書」を提出してください。 

 

● 指針・法令等に基づく手続きを要しない研究 

  「該当なし」と記載する。



基盤研究（Ｃ）（一般）８ 

 

３０ 

５ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述すること（公募要領２７頁参照）） 

本欄には、本研究の研究代表者が行っている、令和２(2020)年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究

によって得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研

究の展開状況、経費の必要性等）を１頁以内記述すること。 

該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 

研究種目名 課題番号 研究課題名 研究期間 

   
平成  年
度～令和
２年度 

当初研究計画及び研究成果 

 

 

〇 該当しない場合も、空欄のまま提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

前年度応募する理由 

 

 

 

 

 

 

  



 

３１ 

基盤研究(B・C)（一般）、若手研究 の書面審査における評定基準 

   

 

審査においては、審査区分として「小区分（306）」を適用します。審査方式は、合議審査を行わず、

同一の審査委員が２段階にわたり、書面審査を実施し採否を決定します。  

 １段階目の審査では、各研究課題について４段階による総合評点を相対評価に基づいて付します。 

【総合評点（相対評価）】 

評点４：非常に優れている（１０％）   評点３：優れている（２０％） 

 評点２：普通      （４０％）   評点１：劣っている（３０％） 

   

なお、不採択者のうち希望した者に１段階目の審査結果の開示をするため、下記の研究内容等に関

する個別の評定要素に関する絶対評価を行います。 

【評点区分（絶対評価）】 

評点４（優れている） 評点３（良好である） 評点２（やや不十分） 評点１（不十分） 

【評定要素】 

（1）研究課題の学術的重要性 

□ 学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。 

□ 研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性が認められるか。 

□ 研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置づけは明確であるか。 

□ 本研究課題の遂行によって、より広い学術、科学技術、社会などへの波及効果が期待できるか。 

 

（2）研究方法の妥当性  

   □ 研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。また、研究経費は研究計画と 

整合性がとれたものとなっているか。  

□ 研究目的を達成するための準備状況は適切であるか。 

 

（3）研究遂行能力及び研究環境の適切性  

   □ これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有しているか。  

   □ 研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整っているか。  

       

 

 ２段階目の審査では、１段階目の書面審査の結果に基づき２段階目の審査対象となった研究課題に

ついて、他の審査委員の審査意見等を確認の上、新たに評点を付します。  

研究課題の採否及び研究費の配分額は、その評点等に基づき決定します。  

【総合評点】 

  Ａ（最優先で採択すべき） Ｂ（積極的に採択すべき） Ｃ（採択してもよい） Ｄ（その他） 

  

 

※ 研究経費の妥当性  

科研費の効果的・効率的配分を図る観点から、研究経費の妥当性・必要性について以下の点を考慮し、

複数の審査委員が問題があると判断した採択課題については、研究費の充足率を低く設定する。  

□ 研究経費の内容は妥当であり、有効に使用されることが見込まれるか。 

□ 設備備品の購入経費等は研究計画遂行上真に必要なものが計上されているか。 

□ 研究設備の購入経費、旅費又は人件費・謝金のいずれかの経費が９０％を超えて計上されている 

場合には、研究計画遂行上有効に使用されることが見込まれるか。  



３２ 

令和３（2021）年度科研費 研究計画書（基盤 C）チェックリスト 

 

全般的な注意点 チェック 

1 
令和 3 年度公募の様式を使用しているか。 

 ※ 学振ホームページからダウンロード可（https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/download.html） 

 

2 
様式が変更されていないか（特にヘッダーの記載は注意）。  

ページが追加・削除されていないか。 

 

3 フォントは、11 ポイント以上か。  

4 
誤字・脱字・文字化けがないか。 

（誤字なのか専門用語なのか判断に迷う場合はネットで検索する） 

 

   

表紙 ・ 研究組織 （web 入力項目） チェック 

5 
開示希望の有無が「審査結果の開示を希望する」となっているか。 

※ 不採択の場合に審査員の評価をシステムから確認できる。また、不採択者向けの支援制度で利用する。 

 

6 
学位はきちんと記入されているか。  

（〇の例：博士（医学）、修士（看護学）、学士   ×の例：あり、なし） 

 

7 

役割分担の記載に問題がないか。 

代表者のみの研究 ： 「研究全般」「研究代表者」「全て」等でも可。 

分担者を含む研究 ： 各研究者の役割が具体的に記入されているか。（代表者は「研究の統括」でも可） 

 

   

１ 研究目的、研究方法など （添付ファイル項目） チェック 

8 概要が 10 行程度で記載されているか。  

9 
3 ページ以内に収まっているか。（可能であれば 2 ページ半を超えていると望ましい） 

※ 研究種目によっては、所定の枚数が異なります。 

 

10 

記入要領の（１）～（３）に関する記載があるか。 

（１）本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」  

（２）本研究の目的および学術的独自性と創造性  

（３）本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか  

11 研究分担者がいる場合、代表者と分担者の具体的な役割が記載されているか  

   

２ 本研究の着想に至った経緯など （添付ファイル項目） チェック 

12 1 ページに収まっているか。 ※ 研究種目によっては、所定の枚数が異なります。  

13 

記入要領の（１）～（２）に関する記載があるか。 

（１）本研究の着想に至った経緯と準備状況  

（２）関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ  

   

３ 応募者の研究遂行能力及び研究環境 （添付ファイル項目） チェック 

14 2 ページ以内に収まっているか。 ※ 研究種目によっては、所定の枚数が異なります。  

15 

記入要領の（１）～（２）に関する記載があるか。 

（１）これまでの研究活動  

（２）研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）  
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４ 人権の保護及び法令等の遵守への対応 （添付ファイル項目） チェック 

16 1 ページに収まっているか。  

17 

添付ファイルの研究方法等で、以下の研究を実施する旨の記載があった場合、必要な記載があるか。 

・人を対象とする医学系研究（相手方の同意を必要とするもの、個人情報を取扱うもの など） 

・動物実験を含む研究 

・組換え DNA 実験を含む研究（遺伝子を組換えた動物を使用するもの など）  ※「届出書」も別途必要 

 

18 該当しない場合は、「該当なし」と記載されているか  

   

５ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項 （添付ファイル項目） チェック 

19 
該 当 する場 合： 必要事項が記載されているか。 

該当しない場合： 空欄のままとなっているか。 

 

   

研究経費とその必要性 （web 入力項目） チェック 

20 年度ごとの合計額が 10 万円以上となっているか  

21 設備備品の設置機関名は、本学の場合は「獨協医科大学」となっているか。（埼玉 MC、日光 MC は不可）  

22 

「設備備品費」と「消耗品費」の計上に誤りがないか。 

設備備品費 ： 1 式 10 万円以上＋耐用年数 1 年以上の物品、及び、図書 

消耗品費 ： 上記以外の物品購入 

 

23 
特に「消耗品費」や「その他」の明細について、分かりやすい記載となっているか。 

※ 必要性の欄も踏まえて判断。大雑把すぎても、細かすぎても分かりづらい。 

 

24 

「国内旅費」「外国旅費」について、明細欄と必要性欄から必要な情報が記載されているか。 

 ・学会参加 ： 学会名、予定日数、開催地、目的（情報収集・発表など） 

 ・打合せ ： 場所、予定日数 

 

25 

「人件費・謝金」について、明細欄と必要性欄から必要な情報が記載されているか。 

  例）雇用人数、勤務日数（研究支援者 1 名×12 か月）  

単価・回数・時間数（アンケート謝礼 1 名×5000 円×5 回） 

 

26 
「その他」の計上に誤りがないか。 

 ※ 業者への外注費（遺伝子解析、英文校正等）も該当。「消耗品費」「謝金」に計上される例があるため注意。 

 

   

研究費の応募・受入等の状況 （web 入力項目） チェック 

27 
【資金制度・研究費名】の欄に、研究費の名称・研究期間・配分機関等名が入力されているか。 

（科研費はプルダウンから選択するが、科研費以外の研究費は手入力のため要注意） 

 

28 
研究分担者として参画する研究の場合、【研究課題名】の欄に（ ）書きで研究代表者名が入力されているか。 

（応募者が研究代表者で参画する研究では入力不要） 

 

29 

【令和 3 年度研究経費（期間全体の額）】の欄に、正しい金額が記載されているか。 

 ・上段の数字は、「表紙・研究組織」の金額と一致する。 

 ・分担者がいない場合、下段の（ ）の数字は応募総額と一致する。 ※右側の（総額： 千円）とも一致 

 ・分担者がいる場合、下段の（ ）の数字は応募総額と異なる。（分担者への配分額を除くため） 

 

30 

【研究内容の相違点・研究期間全体の受入額】の欄について、本応募課題は総額のみ記載。 

・他に応募する研究費・受け入れる研究費がある場合は、研究内容の相違点等を記載。 

・分担者として応募する研究費、科研費以外の研究費の場合は、総額は記載不要。 

 

 



３４ 

１．科研費応募に関する問合せ先・受付場所 

〇 大学事務局・研究協力課 

内線： 2076，2050，2069   直通： 0282-87-2474 

URL： http://w3intra.dokkyomed.ac.jp/modx/jimu-m/kenkyu/364.html 

E-mail： kenkyu@dokkyomed.ac.jp 

〇 埼玉医療センター・庶務課 

内線： 2110   直通： 048-965-9137 

E-mail： k-shom@dokkyomed.ac.jp 

〇 日光医療センター・管理課 

内線： 302    直通： 0288-77-1170 

E-mail： nmc-kanri@dokkyomed.ac.jp 

 

 

２．関連サイト 

〇 文部科学省（MEXT） [学術変革領域研究を所管] 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/main5_a5.htm 

  

〇 (独)日本学術振興会（JSPS） ［科研費全般を所管］ 

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html 

 

〇 府省共通研究開発管理システム（e-Rad） ［公的研究費全般の管理システム］ 

http://www.e-rad.go.jp/ 

 

〇 科研費電子申請システム ［科研費の応募・管理用システム］ 

https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html 

 

〇 KAKEN（科研費データベース） ［過去の採択課題等に係るデータベース］ 

https://kaken.nii.ac.jp/ja/ 
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